
	 	 	 	 学	 習	 計	 画	 	 	 	 １学年	 	 	 	 	 	 	 （科目名	 	 宗	 	 	 教	 	 	 ）	 

学	 期	 学習項目	 学習内容・方法	 
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２学期	 
	 ～	 

３学期	 
	 

	 
	 

	 
	 

	 
	 

	 
	 

	 
	 

	 
	 

	 
	 

	 
	 

	 
	 

	 

	 

「建学精神」	 
	 

	 
・本校設立の意義	 

	 
<天地の大徳>	 	 

	 
	 

・生かされ育てられている自分	 
	 

	 
・世のお役に立つ人間	 

	 
	 

・世界真の平和	 
	 

	 
・生き甲斐と喜びとを見出す	 

	 
	 

	 
	 

「宗教一般の基礎知識」	 
	 

	 
・宗教とその内容	 

	 
	 

・宗教の定義	 
	 

・宗教という用語	 
	 

・日常生活に深く関わる宗教	 
	 

	 
・Religion の語義と語源	 

	 
・宗教史	 

	 
・神について	 

	 
	 

・世界宗教	 
	 

	 

	 

「私学教育の特色、宗教科設置の意味、金光教の
概略、本校の歴史」	 

	 
建学精神の読み方や意味・内容。	 

	 
生きとし行けるもの全てを育む大いなる働きの恩

恵を受けている私達であることを知る。	 
	 

教祖金光大神のみ教えを具体例にそって説明、感
謝を持つことの大切さを中心に。	 

	 
お役に立つということの意味を考えさせ、同時に

自分の将来像についても展望させる。	 
	 

平和の尊さ、生命の尊厳について述べる。戦争を
続ける世界、戦争体験記等。	 

	 
交通事故、公害問題、人権問題、事件、災害等の

事柄を取り上げ、現代社会の状況を知ると同時に、
生命の尊重について考えさせる。	 

	 
	 

宗教が人々の生活に深く関わりを持ち、重要な機
能を果たしてきたことを学ぶ。	 

	 
一般教養として、世界の様々な宗教の内容につい

て学ぶ。	 
	 

宗教とは何か、信仰とは何か。	 
	 

宗・教の字義と語義。	 
	 

初詣、彼岸、節分、雛祭、盂蘭盆会、七五三、ク
リスマス、冠婚葬祭。	 

	 
西欧語の訳語“Religion”その言葉の語源。	 

	 
宗教の起源とその歴史。	 

	 
超越神、自然神、祖先神、人間神、内在神、様々

な神観念について。	 
	 

世界三大宗教である、基教、回教、仏教の基礎を
学ぶ。	 

	 



	 

	 
	 

	 
	 

	 
通	 年	 

	 
	 

・宗教の優劣	 

	 
	 

心の平安	 
	 

	 
読本・「地図にない道を歩き出し

たあなたに」	 
	 

Chapter１～６から構成	 
	 

優れた宗教とそうでない宗教の違いは何か、その

比較。	 
	 

心の安らぎ、本当の幸福とは、求めてやまない真
の助かりとは何か。	 

	 
大人の手を離れ一人の人間として成長していく年

代の彼らに伝えたいこと、忘れてはならない事柄、
本当の幸せを得るために必要な事とは何か。「いの

ちを大切に」する心を育み、自分自身に問いかけ、
人生を見つめ直すきっかけを与えるのが目的。	 

	 

	 


